
Ⅰ 研究開発の概要

研究開発目標

育成したい人材像

産業イノベーション人財の育成
～天草の魅力ある農業で持続可能な未来を拓くリーダー～

･･･何を目指すのか？

研究の目的 ･･･何のために取り組むのか？

地域の課題 未来への危機感 地域創生を担う人材育成

カリキュラム開発の視点

教材・課題 カリキュラム編成

◆どう学ぶか 方法・手段 授業改革

◆何を育てるか 資質・能力 評価システム

◆何を学ぶか

実践する学習プログラム

育成を目指すイノベーターの指標研究開発体制



Ⅱ 具体的な取組・・・「カリキュラム開発」

３年次「応用」２年次「定着」１年次「基礎」

○プロジェクト学習

○フィールドワーク

○学習発表

○外部人材との交流等

○地域活動への参加

○プロジェクト学習

○インターンシップ

○外部人材による講演等

○学習発表

○地域活動への参加

イノベーション人材の基盤育成

３ヵ年を通したカリキュラム編成

農業と環境

農業情報処理

総合実習

総合実習 課題研究

○外部人材による講演等
○学習発表
○地域理解・課題発見

○情報収集・整理・分析

○プロジェクト学習
○専門的知識・技術の学習

教材・課題 カリキュラム編成◆何を学ぶか

【評価方法】
○ポートフォリオの記述
○アンケート評価
○活動指標（成果物）

【評価方法】
○ポートフォリオの記述
○ルーブリックによる評価
○アンケート評価
○活動指標（成果物）

【評価方法】
○ポートフォリオの記述
○ルーブリックによる評価
○教科の観点別評価
○アンケート評価
○活動指標（成果物）

普通教科・商業科・特別活動



Ⅱ 具体的な取組・・・「カリキュラム開発」
天拓プロジェクト

◆地域理解・課題の発見

◆課題解決の手法を習得

基礎・基本を系統的に学習

周囲の大人や生徒間で
情報収集（講座・協議）

◆フィールドワーク等

◆地域人材と協働学習

地域課題解決の手法を探究

企業訪問・リモート会議等

◆起業及び就農のための学習

◆グローバル課題と関連付けた
学び

経営シミュレーション

ＳＤＧｓの学習

１年次「基礎」 ２年次「定着」 ３年次「応用」



Ⅱ 具体的な取組・・・「カリキュラム開発」
職業観を育成する学習

職業人の見方・考え方

◆農業関連視察研修・起業塾

先端技術・職業現場の実際

◆就農・起業等講演会

職業人の見方・考え方

◆農業関連視察研修・起業塾

先端技術・職業現場の実際

◆プロフェッショナル人材との連携

各種コンテスト等へ挑戦

◆農業関連視察研修・起業塾

先端技術・職業現場の実際

◆成果を形にする学習

１年次「基礎」 ２年次「定着」 ３年次「応用」



授業改革「授業デザイン会」

授業デザイン会

Ⅱ 具体的な取組・・・「カリキュラム開発」

授業改革のねらい

◆教科指導力アップ

◆教職員間で困り感共有

◆教材の利用方法改善

生徒が理解しやすい授業

適切な情報提示による
生徒の授業理解向上

授業のUD化推進

◆授業の工夫による生徒の理解力と意欲の向上

◆振返りと共有を通した授業改善実践例の蓄積

◆研修・授業実践を通した授業改善への意識向上

授業振り返り会

授業実践授業改革で得られた成果

◆どう学ぶか 方法・手段 授業改革



評価システムの開発

Ⅱ 具体的な取組・・・「カリキュラム開発」

◆何を育てるか 資質・能力 評価システム
ルーブリック
天草拓心高校ルーブリック

教科の観点別評価

ポートフォリオ

フィールドワーク等

アンケート

◆５つの領域を１９小分類
◆４段階による評価基準
◆３．０以上をA基準に設定

天拓プロジェクトの意識調査

地域課題解決方法意識調査

職業観を図る意識調査

定性目標に準じた意識調査

定量目標に準じた意識調査

◆学習の過程による知識の
定着

◆目標設定に準じた評価
◆学習成果に対する外部
評価等

アンケートによる意識調査

知識・技術
思考力･判断力･

表現力
主体的に学習に取組む態度

定期考
査

（５０％）
６０％ ３０％ １０％

授業
（５０％）

２０％ ４０％ ４０％

評価の観点別割合

評価基準の点数化
基
準

知識・技
術

思考力・判断
力・表現力

主体的に学習に取組
む態度

定期考
査

（５０％）

A ４８～６０ ２４～３０ ８～１０

B ２７～４７ １４～２３ ５～７

授業
（５０％）

A １６～２０ ３２～４０ ３２～４０

B ９～１５ １８～３１ １８～３１

◆インターンシップでの目標設定と評価
◆終了後のフィードバック



Ⅱ 具体的な取組・・・「カリキュラム開発」
カリキュラム開発のまとめ

◆学び方の変化 興味・関心の向上から専門的知識・技術向上

◆評価システム 評価の見える化による生徒の変容・目標設定

◆授業の改善 地域・外部人材と連携した授業づくり

成果

◆他教科との連携 普通教科との連携を更に強化⇒ベースアップ

◆評価システム 特にポートフォリオの改善⇒他校との連携

課題



Ⅱ 具体的な取組・・・「協働体制の構築・運用」

コンソーシアム会議 専門分野における情報交換

研究開発における教育効果等について協議 委員と教職員との情報交換会

「主体性」、「思考力・判断力・表現力」育成

学びの種

生徒主体のコンソーシアム会議

「地域理解」・「専門技術習得」・「職業倫理の醸成」

コンソーシアムの運用



Ⅱ 具体的な取組・・・「協働体制の構築・運用」
コーディネーターによるカリキュラム開発

◆コーディネート NO.１ 地域理解・課題解決の手法等、講座の開設

◇マーケティング理論
の導入

◇地域理解を促進する外部人材
による講座等のプロデュース

◇思考力・判断力・表現力を育成
するグループ討議プロデュース

◆コーディネート NO.２ 職業観育成に関わるフィールドワーク

◆コーディネート NO.３ コンソーシアムで創る地域資料集の作成

◇地域のプロフェッショナル
人材開拓

◇職業現場で学習の場を
設定

◇起業・就農に関わる講座
の開設 商品開発に関わる外部人材か

らの指導・助言

コンソーシアム委員と情報交換

生徒間のディスカッション

◇資料集の作成をプロデュース ◇地域に関する資料の収集
◇コンソーシアムとの連携・
協議



Ⅱ 具体的な取組・・・「協働体制の構築・運用」

◆地域との協働学習

◆教材の開発

◆島外との連携

◆地域全体へ普及

日常的な協働体制の確立（授業等）

コンソーシアムで地域理解への検証・評価

コンソーシアムの枠を越えた協働学習

地域全体との未来ビジョンの共有・成果普及

協働体制のまとめ

成果

課題


